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12,300 食

クラッカー 15,960 食

アルファ米田舎ごはん 14,900 食

アルファ米五目 5,700 食

乾燥粥（個装） 900 食 メガホン 30 個

わかめご飯（個装） 250 食 ＬＥＤランタン 27 個

パン（缶入り）

1,080 食

懐中電灯

206 個

食料計 51,090 食 ルミカライト 360 本

保存水（500ml） 16,512 本 ラジオ 25 個

非常用飲料袋

2,000 枚

軍手

800 双

ガソリン 80 ℓ 電池 1,376 本

軽油 20 ℓ ビブス 292 枚

灯油 40 ℓ レスキューシート 400 枚

ガソリン缶詰(1箱 1ℓ×4缶入) 60 箱 ベビーベッド 23 台

エンジンオイル 23 ℓ ベビーチェア(各男女トイレ) 46 個

灯油ポリタンク

23 個

台車

23 台

毛布 7,445 枚 ヘルメット（市章付） 100 個

避難所用マット 4,500 本 ＬＥＤヘッドライト 92 個

トイレットペーパー 2,784

ロール

誘導灯 100 本

大人用おむつ 4,130 枚 携帯充電器 92 個

粉ミルク（1箱 810g×8缶入） 2 箱 多目的ロープ 23 本

哺乳瓶（1パック 5本入） 15

パック

ゴミ箱 23 箱

子供用おむつ 22,180 枚 コミュニケーション支援ボード 41 綴

生理用品 16,048 枚 車イス 23 台

避難所間仕切り

(個別)

51 個 災害用バンダナ 46 枚

避難所間仕切り(テントタイプ)

37 個 簡易ベッド（段ボールベッド） 33 台

簡易トイレ（ダンボール型）

1,203 基

スロープ（段差用）

8 個

トイレ囲い 50 基 簡易トイレ（手すり付） 6 基

臭消簡易トイレ（電気式）

23 基

多目的トイレ用テント

6 張

電気式トイレ用ビニールロール 23 箱 救助用ボート 6 艇

多目的トイレ用テント

46 張

救命胴衣

30 着

携行トイレ（1組 3個入り） 140 組

トイレ用フレーム 7 台

中型救急箱 55 個

小型救急箱 50 個

マスク 16,000 枚

ローソク 336 個

清拭ぬれタオル 30 個

ブルーシート 1,081 枚

担架 52 台

ストーブ 40 台

災害用土嚢袋 6,420 枚

回転釜(ガスバーナ一体式） 3 台

大釜、移動式釜 20 台

しゅう酸実用なべ 25 個

ガスバーナセット

25

セット

発電機 69 台

投光機 126 台

投光機三脚 30 台

コードリール 77 巻

ガソリン携行缶 32 缶

灯油ポンプ

30 本
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非常時災害対策計画

平成○○年○○月作成
令和○○年○○月改定
埼玉県加須市

●●小学校放課後児童健全育成室
非常災害対策計画
	施 設 名
	●●●●●●●

	所 在 地
	埼玉県加須市●●　●●－●●

	電話番号
	●●－●●●●－●●●●
	FAX番号
	●●－●●●●－●●●●

	メールアドレス（代表）
	●●●●●●●


１　施設の立地条件
（１）施設立地場所の地形等

       廻り１㎞の範囲内に、●●小学校や●●コミュニティーセンターがあり、平坦な地形の住宅街に立地している。
　　
（２）災害危険区域等の該当の有無

	　災害危険区域等
	該当の有無
	区域等の名称

	浸水想定区域
	有
	

	土砂災害警戒区域
	無
	

	土砂災害特別警戒区域
	無
	

	土石流危険渓流
	無
	

	急傾斜地崩壊危険箇所
	無
	

	地すべり危険箇所
	無
	

	
	
	


（３）予測される災害の危険性
　　　洪水の危険性がある。その他地震、火災。
２　災害に関する情報の入手方法

（１）市町村から発令される避難情報の入手方法
　　　子育て支援課からの連絡、防災無線による連絡
（２）災害に関する情報の入手方法
　　　防災無線による連絡、かぞほっとメールによる連絡
　※入手する主な情報及び入手方法は、以下のとおりとする。
	入手する情報
	入手方法

	気象情報
	テレビ、ラジオ、インターネット（気象情報など各種ウェブサイト）、埼玉県防災情報メール、災害対策本部などの情報を子育て支援課から連絡（ＦＡＸ）、電話

	洪水予報・河川水位
	加須市のホームページ（大雨や台風に備えて－洪水情報や水位雨量情報（国土交通省「川の防災情報」））、インターネット（気象庁など各種ウェブサイト）、防災対策本部などの情報を子育て支援課から連絡（ＦＡＸ）、電話

	高齢者等避難、
避難指示、
緊急安全確保
	防災行政無線及び自動音声応答サービス（0120-62-1934、0480-61-7173、0280-23-2222）、加須市のホームページ、緊急速報メール（エリアメール）、災害対策本部などの情報を子育て支援課、かぞホッとメール（安全安心情報）


３　災害時の連絡先及び通信手段の確認

（１）自治体等の連絡先

	区分
	機関名
	電話番号
	ＦＡＸ番号
	備　　考

	行政
機関
	消防
	埼玉東部消防組合加須消防署
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	警察
	加須警察署
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	加須駅前交番
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	県
	●●保健所
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	市（町村）
	加須市役所（●●●●●●課）
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	●●保健センター
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	●●コミセン
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	●●老人福祉センター
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	学校
	●●小学校
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	●●高校
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	●●幼稚園
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	医療

機関
	
	●●病院
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	●●病院
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	●●医院
	61-●●●●
	61-●●●●
	

	
	
	●●岡病院
	61-●●●●
	61-●●●●
	


（２）職員の連絡先　　　※　取扱注意

	氏　名
	電話番号
	備　考

	●●　●●
	0●0（●●●●）●●●●
	携帯・自宅

	●●　●●
	0●0（●●●●）●●●●
	携帯・自宅

	●●　●●
	0●0（●●●●）●●●●
	携帯・自宅

	●●　●●
	0●0（●●●●）●●●●
	携帯・自宅

	
	
	携帯・自宅


　※臨時職員のため週４日以上勤務者を記入
（３）利用者情報（家族の連絡先）

　　利用者の安全を確保するため、必要に応じ緊急連絡先を確認する。

４　避難を開始する時期、判断基準
（1） 「高齢者等避難」や「避難指示」が発令されたとき
　　　　別紙参照（●ページ）
（2） 「緊急安全確保」が発令されたとき
　　　　別紙参照（●ページ）

５　避難場所
	災害の
種類
	地震
	水害（「高齢者等避難」又は
「避難指示」発令時）
	水害（「緊急安全確保」
発令時）
	火災

	避難場所
	●●小学校
	引き渡し場所
（放課後児童クラブ）
	●●小学校
	●●小学校

	所要時間
	●分
	保護者による
	●●分
	●●分

	距離
	●●ｍ
	０ｍ
	●●ｍ
	●●ｍ


６　避難場所（引き渡し場所／緊急避難（垂直避難）場所）への避難経路

（1） 避難場所への避難経路（火災・地震・水害）

　　　　　　











　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※引き渡す際は幼稚園に児童を集める

（２）施設内の避難経路（洪水：「避難指示（緊急）」発令時）
　　

　











　　　　※小学校管理教室棟昇降口から３階へ避難する

７　避難方法

1 火災や地震の場合、指導員が「校庭」へ誘導
避難場所に避難後、保護者へ連絡し、児童の引き渡しを行う。

2 洪水による「高齢者等避難」や「避難指示」情報が入った場合、指導員が保護者へ連絡
「高齢者等避難」や「避難指示」により、避難が必要となった場合は、保護者へ連絡し、放課後児童クラブで児童の引き渡しを行う。

3 洪水（「緊急安全確保」）の場合、指導員が校舎上部へ誘導
保護者への引き渡しは困難なため、児童を安全な場所へ移動させる。

８　災害時の人員体制、指揮系統
（１）災害時の参集方法
　　職員参集基準（地震）

	参集体制
	参集基準
	対象職員

	準備体制
	震度４の地震が発生した場合
（計測震度４．０以上４．５未満に限る）
	主任指導員が施設の被害状況を確認し、子育て支援課長へ報告する。

	警戒体制
	震度５弱の地震が発生した場合

	主任指導員が施設の被害状況を確認し、子育て支援課長へ報告する。

	非常体制
	震度５強以上の地震が発生した場合

	全職員が直ちにそれぞれの役割に応じた災害応急対策業務を実施する。


職員参集基準（風水害）

	参集体制
	参集基準
	対象職員

	初動体制
	大雨・強風・洪水・大雪等の注意情報が発表された場合で、内水、道路冠水等比較的小・中規模な風水害が発生し、又は発生する恐れがある場合等
	子育て支援課長の指示により、主任指導員が被害状況の確認し報告する。

	警戒体制
	大雨・強風・洪水・大雪等の警報が発表された場合で、局地的又は比較的大規模な風水害が発生し、又は発生する恐れがある場合等で、「避難準備・高齢者等避難開始」が発令されたとき
	子育て支援課長の指示により、主任指導員が被害状況の確認し報告する。
保護者へ迎えの連絡をする。

	非常体制Ⅰ
	大雨・強風・洪水・大雪等の各種特別警報が発表された場合等で、「避難勧告」が発令されたとき
	施設の総力を挙げて、応急対策を推進する。
緊急で保護者へ連絡する。

	非常体制Ⅱ
	大雨・強風・洪水・大雪等の各種特別警報が発表された場合等で、「避難指示（緊急）」が発令されたとき
	施設の総力を挙げて、応急対策を推進する。
小学校舎へ児童を避難誘導開始。


（２）役割分担

　　
	総括責任者
	班
	氏　　名
	任務

	●●　●●
	情報連絡班
	●●　●●
●●　●●
●●　●●

	・気象や災害の情報収集

・子育て支援課への連絡
・職員や職員家族の安否確認
・関係機関との連絡調整

・利用者家族への連絡

・避難状況の取りまとめ

	
	消火班
	●●　●●

●●　●●

●●　●●
	・火元の点検

・発火の防止と発火の際の初期消火

	
	救護班
	●●　●●

●●　●●

●●　●●
	・負傷者の救出及び安全な場所への移動

・応急手当及び病院などへの移送

	
	避難誘導班
	●●　●●

●●　●●

●●　●●
	・利用者の安全確認

・施設、設備の被害状況確認

・利用者への状況説明

・利用者の避難誘導
・利用者の家族への引渡し

	
	応急物資班
	●●　●●

●●　●●

●●　●●
	・食料、飲料水などの確保

・炊き出し、飲料水の供給

	
	地域班
	●●　●●

●●　●●

●●　●●
	・地域住民、ボランティア団体及び近隣

の社会福祉施設等への救援要請と活動

内容の調整


　　※臨時職員のため、週４日以上勤務者を記入。災害時勤務者の協力を得る。
（３）避難に必要な職員数
　　　臨時職員●名
９　関係機関との連携体制
　　　　　　　　　　　　　　　　　報告
　　●●●●●　　　　　　　　　●●●●課

　　　　　　　　　　　　　　　　　指示
10　食料、防災資機材等の備蓄
　避難の確保を図るための施設の整備
情報収集・伝達及び避難誘導の際に使用する資器材等については、下表「避難確保資器材等一覧」に示すとおりである。
これらの資器材等については、日頃から、市防災担当主管課等と連携し、その維持管理に努めるものとする（加須地域は危機管理防災課、他の地域は各総合支所地域振興課）。
避難確保資器材一覧
	備　蓄　品

	情報収集
・伝達
	□テレビ　□ラジオ　□タブレット　□ファックス
□携帯電話  □懐中電灯  □電池  □携帯電話用バッテリー

	避難誘導
	□名簿（従業員、施設利用者）　□案内旗　□タブレット　□携帯電話
□懐中電灯　□携帯用拡声器　□電池式照明器具　□電池　
□携帯電話用バッテリー　□ライフジャケット　□蛍光塗料

	施設内の
一時避難
	□水（１人あたり　ℓ）　□食料（１人あたり　食分）※ ３日分
□寝具　□防寒具

	高齢者
	□おむつ・おしりふき

	障害者
	□常備薬

	乳幼児
	□おむつ・おしりふき　□おやつ　□おんぶひも

	そのほか
	□ウェットティッシュ　□ゴミ袋　□タオル
☑（参考：次のページ「【 加須市地域防災計画 】　」参照）
　



	浸水を防ぐための対策

	□土嚢　　□止水板　　□土嚢袋
□そのほか（　　　　　　　　　　　　　）


　 
避難訓練の実施要領
１　実施回数
年●回

２　避難訓練の参加者
臨時職員、児童
３　想定する災害の種類
火災、地震、洪水（広域避難（水平避難）の場合、緊急避難（垂直避難）の場合）
４　避難場所
（１）火災発生時　　　●●小学校　校庭
（２）地震発生時　　　●●小学校　校庭
（３）－１　洪水発生が予測される時（「高齢者等避難」や「避難指示発令時」）各家庭へ引き渡し

（３）－２　洪水発生（又は発生が迫っている時「緊急安全確保」発令時）時　　　　　　　　●●小学校　校舎（●階以上）
５　避難場所までの避難目標時間

（１）火災の場合　　　　５分
（２）地震の場合　　　　５分
（３）－１　洪水の場合　　引き渡し場所（放課後児童クラブ）　　　　　●分

（３）－２　洪水の場合　　緊急避難（垂直避難）場所（●●小学校舎●階以上）●分

　
６　避難訓練の内容
（１）避難目標時間内に迅速に避難できるかどうかの検証を行う。

（２）防災マップ及び施設内の避難経路のとおりに迅速に避難できるかどうかの検証を行う。

（３）災害時における役割分担表のとおりに迅速な対応ができるかどうかの検証を行う。

（４）児童の多い時間帯での対応を想定した訓練を実施し、迅速に避難できるかどうかの検証を行う。

災害に関する基礎知識
（気象庁ホームページから抜粋）
１　風の強さと吹き方
	風の強さ(予報用語)
	平均風速
(ｍ/s)
	おおよその時速
	人への影響
	屋外・樹木
の様子
	走行中の車
	建造物の被害
	おおよその

瞬間風速
(ｍ/s)

	やや
強い風
	10以上
15未満
	～50km
	風に向かって歩きにくくなる。傘がさせない。
	樹木全体が揺れ始める。電線が揺れ始める。
	高速運転中では、横風に流される感覚を受ける。
	樋（とい）が揺れ始める。
	20

30

40

50

60

	強い風
	15以上
20未満
	～70km
	風に向かって歩けなくなり、転倒する人も出る。
	電線が鳴り始める。看板やトタン板が外れ始める。
	高速運転中では、横風に流される感覚が大きくなる。
	屋根瓦・屋根葺材がはがれるものがある。

雨戸やシャッターが揺れる。
	

	非常に
強い風
	20以上
25未満
	～90km
	何かにつかまっていないと立っていられない。

飛来物によって負傷するおそれがある。
	細い木の幹が折れたり、根の張っていない木が倒れ始める。

看板が落下・飛散する。

道路標識が傾く。
	通常の速度で運転するのが困難になる。
	屋根瓦・屋根葺材が飛散するものがある。

固定されていないプレハブ小屋が移動、転倒する。
	

	
	25以上
30未満
	～110km
	
	
	
	
	

	
	
	
	屋外での行動は極めて危険。
	
	走行中のトラックが横転する。
	固定の不十分な金属屋根の葺材がめくれる。
	

	猛烈な風
	30以上
35未満
	～125km
	
	
	
	
	

	
	35以上

40未満
	～140km
	
	多くの樹木が倒れる。

電柱や電灯で倒れるものがある。

ブロック壁で倒壊するものがある。
	
	外装材が広範囲に渡って飛散し、下地材が露出するものがある。
	

	
	40以上
	140km～
	
	
	
	住家で倒壊するものがある。

鉄骨構造物で変形するものがある。
	


（注１）平均風速は10分間の平均、瞬間風速は3秒間の平均である。風の吹き方は絶えず強弱の変動があり、瞬間風速は平均風速の1.5倍から3倍以上になることがある。 
（注２）風速は地形や廻りの建物などに影響されるので、その場所での風速は、近くにある観測所の値と大きく異なることがある。 
また、風速が同じであっても、対象となる建物、構造物の状態や風の吹き方によって被害が異なる場合がある。この表では、ある風速が観測された際に、通常発生する現象や被害を記述している。
２　雨の強さと降り方
	１時間雨量（ｍｍ）
	予報用語
	受ける印象
	屋外の様子
	乗車中
	災害発生状況

	10以上
20未満
	やや
強い雨
	ザーザーと降る。
	地面一面に水たまりができる。
	
	・この程度の雨でも長く続くときは注意が必要

	20以上
30未満
	強い雨
	どしゃ降り
	
	ワイパーを速くしても見づらい
	・側溝や下水、小さな川があふれ、小規模の崖崩れが始まる。

	30以上
50未満
	激しい雨
	バケツをひっくり返したように降る。
	道路が川のようになる。
	高速走行時、車輪と路面の間に水膜が生じブレーキが効かなくなる
	・山崩れ・崖崩れが起きやすくなり危険地帯では避難の準備が必要
・都市では下水管から雨水があふれる。

	50以上
80未満
	
	滝のように降る（ゴーゴーと降り続く）。
	水しぶきであたり一面白っぽくなり、視界が悪くなる。
	車の運転は危険
	・都市部では地下室や地下街に雨水が流れ込む場合がある。
・マンホールから水が噴出する。
・土石流が起こりやすい。
・多くの災害が発生する。

	80以上
	猛烈な風
	息苦しくなるような圧迫感がある。恐怖を感ずる。
	
	
	・雨による大規模な災害が発生するおそれが強く、厳重な警戒が必要


　（注１）表はこの強さの雨が１時間降り続いたと仮定した場合の目安を示している。

　　　　　表に示した雨量が同じであっても、降り始めからの総雨量の違いや、地形や地質等の違いによって被害の様子は異なることがある。この表では、ある雨量が観測された際に通常発生する現象や被害を記述している。
　（注２）猛烈な雨を観測した場合、「記録的短時間大雨情報」が発表されることがある。なお、情報の基準は地域によって異なる。 
３　台風の大きさと強さの表現
（１）大きさ

　　　台風に伴う風速１５m/s以上の領域の半径が基準

	大きさの表現
	風速１５m/s以上の半径

	（表現しない）
	５００km未満

	大型：（大きい）
	５００km以上８００km未満

	超大型：（非常に大きい）
	８００km以上


（２）強さ

　　　台風の最大風速が基準

	強さの表現
	最大風速

	強い
	３３m/s以上４４m/s未満

	非常に強い
	４４m/s以上５４m/s未満

	猛烈な
	５４m/s以上


４　災害に関する情報
（１）指定河川洪水予報（加須市では、利根川、渡良瀬川、荒川が該当）
気象庁と国土交通省又は都道府県が共同して、あらかじめ指定した河川について、区間を決めて行う洪水予報。
　　　氾濫注意情報、氾濫警戒情報、氾濫危険情報、氾濫発生情報の４つがあり、河川名を付して「○○川氾濫注意情報」「△△川氾濫警戒情報」のように発表される。

　　　洪水予報は、市町村や報道機関を通じて地域住民へ伝えられるほか、気象庁や自治体のホームページからも閲覧することができる。

	洪水予報の標題

（種類）
	発表基準
	市町村・住民に求める

行動の段階

	○○川氾濫注意情報

（洪水注意報）
	氾濫注意水位（レベル２）に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合
	氾濫の発生に対する注意を求める段階

	○○川氾濫警戒情報

（洪水警報）
	一定時間後に氾濫危険水位（レベル４）に到達が見込まれる場合、あるいは避難判断水位（レベル３）に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合
	避難準備などの氾濫発生に対する警戒を求める段階

	○○川氾濫危険情報

（洪水警報）
	氾濫危険水位（レベル４）に到達したとき
	いつ氾濫してもおかしくない状態

避難等の氾濫発生に対する対応を求める段階

	○○川氾濫発生情報

（洪水警報）
	氾濫が発生したとき（レベル５）

（氾濫水の予報※）
	氾濫水への警戒を求める段階


　　※　河川が氾濫した後に行われる、浸水する区域及びその水深の予報。利根川の一部の区
間において実施されている。
各市町村の防災担当課一覧
　平成２９年４月１日現在の市町村防災担当課は次のとおりです。

　なお、組織の改正や連絡先の変更が行われることがありますので、市町村のホームページ等で最新の情報を確認してください。

	市町村名
	担当課
	代表電話
	市町村名
	担当課
	代表電話

	さいたま市
	防災課
	048-829-1111
	蓮田市
	危機管理課
	048-768-3111

	川越市
	防災危機管理室
	049-224-8811
	坂戸市
	防災安全課
	049-283-1331

	熊谷市
	危機管理室
	048-524-1111
	幸手市
	防災安全課
	0480-43-1111

	川口市
	防災課
	048-258-1110
	鶴ヶ島市
	安心安全推進課
	049-271-1111

	行田市
	防災安全課
	048-556-1111
	日高市
	危機管理防災課
	042-989-2111

	秩父市
	危機管理課
	0494-22-2211
	吉川市
	市民安全課
	048-982-5111

	所沢市
	危機管理課
	04-2998-1111
	ふじみ野市
	危機管理防災課
	049-261-2611

	飯能市
	危機管理室
	042-973-2111
	白岡市
	安心安全課
	0480-92-1111

	加須市
	危機管理防災課
	0480-62-1111
	伊奈町
	生活安全課
	048-721-2111

	本庄市
	危機管理課
	0495-25-1111
	三芳町
	自活安心課
	049-258-0019

	東松山市
	危機管理課
	0493-23-2221
	毛呂山町
	総務課
	049-295-2112

	春日部市
	防災対策課
	048-736-1111
	越生町
	総務課
	049-292-3121

	狭山市
	防災課
	04-2953-1111
	滑川町
	総務政策課
	0493-56-2211

	羽生市
	地域振興課
	048-561-1121
	嵐山町
	地域支援課
	0493-62-2150

	鴻巣市
	危機管理課
	048-541-1321
	小川町
	総務課
	0493-72-1221

	深谷市
	総務防災課
	048-571-1211
	川島町
	総務課
	049-297-1811

	上尾市
	危機管理防災課
	048-775-5111
	吉見町
	総務課
	0493-54-1511

	草加市
	危機管理課
	048-922-0151
	鳩山町
	総務課
	049-296-1211

	越谷市
	危機管理課
	048-964-2111
	ときがわ町
	総務課
	0493-65-1521

	蕨市
	安全安心推進課
	048-432-3200
	横瀬町
	総務課
	0494-25-0111

	戸田市
	危機管理防災課
	048-441-1800
	皆野町
	総務課
	0494-62-1230

	入間市
	防災防犯課
	04-2964-1111
	長瀞町
	総務課
	0494-66-3111

	朝霞市
	危機管理室
	048-463-1111
	小鹿野町
	総務課
	0494-75-1221

	志木市
	防災危機管理課
	048-473-1111
	東秩父村
	総務課
	0493-82-1221

	和光市
	危機管理室
	048-464-1111
	美里町
	総務税務課
	0495-76-1111

	新座市
	市民安全課
	048-477-1111
	神川町
	防災環境課
	0495-77-2111

	桶川市
	安心安全課
	048-786-3211
	上里町
	くらし安全課
	0495-35-1221

	久喜市
	消防防災課
	0480-22-1111
	寄居町
	自治防災課
	048-581-2121

	北本市
	くらし安全課
	048-591-1111
	宮代町
	町民生活課
	0480-34-1111

	八潮市
	危機管理防災課
	048-996-2111
	杉戸町
	住民参加推進課
	0480-33-1111

	富士見市
	安心安全課
	049-251-2711
	松伏町
	総務課
	048-991-2711

	三郷市
	危機管理防災課
	048-953-1111
	


記入例





　避難経路　


　　





学童





体育館





●●小学校


管理教室棟





校庭





幼稚園





学童





保護者へ連絡後の児童の引き渡し場所


（洪水：「高齢者等避難」


「避難指示」発令時など）





学童





体育館





●●小学校（緊急避難（垂直避難）場所として●階以上）管理教室棟





校庭





幼稚園





学童





洪水の場合は４階へ避難





市地域防災計画上の備蓄品は、一般避難者に供するもので、貴施設の避難者数を満たすものではありません。


　各施設においては、施設管理者として、避難時における施設利用者及び施設職員に必要な食料や資機材等の備蓄をお願いいたします。





市の各拠点避難所及び防災倉庫に備蓄している食料・物資一覧（加須市地域防災計画抜粋）を参考に、各施設において、施設利用者の避難誘導等にため、別に備蓄を検討・実施願います。





「高齢者等避難」や「避難指示」時は、「広域避難（水平避難）」


「緊急安全確保」時は、「緊急避難（垂直避難）」





加須、騎西、大利根地域は原則２階以上


北川辺地域は３階以上
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